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インフルエンザウイルスはオルソミクソウイルスに分類され、一本鎖 RNA をゲノムとし、血清型によって A 型、

B 型、C 型の３種類があり、その直径は 80～120nm でほぼ球状であることが知られています。特に近年、強

毒性の鳥インフルエンザウイルスの出現により、インフルエンンザ・パンデミックが危惧されています。 

ここでは新型小形超遠心機用として新たに開発された、このクラスの遠心機用ロータとしては世界最大量の

ロータであります S50A 形アングルロータを用いた場合のインフルエンザウイルスの分離例を紹介します。 

１．装置等 

   遠心機 ： CS150NX 形分離用小形超遠心機 

   ロータ ： S50A 形アングルロータ（6 本架け） 

   遠心管 ： 25PC アツチューブ（実容量：19.8ml）、キャップレス 

 

２．操作手順 

   ウイルス感染尿膜腔液あるいは感染細胞培養液を 6,000rpm、20 分遠心し、宿主由来の粗大夾雑物を

除く。 

          

   上清を 25PC アツチューブに移す。（チューブ 1 本あたり 19ml） 

          

          S50A 形アングルロータで遠心（32,000rpm、45 分、4℃、Acc.：9、Dec.：7） 

    

   上清を除き、沈さに 3mM CaCl2 を含むベロナール緩衝液 1.5ml を加え再浮遊する。（ウイルス凝集塊の

形成を最小限に食い止めるには沈さに少量の緩衝液を加え、4℃で一夜放置した後、ピペッティングを

行う。） 

          

   この濃縮ウイルス液を 25PC アツチューブに予め作成した、チューブ 1 本当たり 17ml の 10～40%(w/v)

ショ糖連続密度勾配液上に重層する。 

 

       S50A 形アングルロータで遠心（32,000rpm、45 分、4℃、Acc.：5、Dec.：7） 

 
  遠心チューブの中央やや上の位置に白色の層を形成する。暗所で細い光を遠心チューブの外側から

当てればウイルス層は容易に観察することができる。ウイルス層はできるだけ少量（2ml 程度以内）の

液量として回収する。 
              
 
  分画したウイルス液を更に緩衝液で 1.5 倍程度に希釈して（希釈後の液量約 3ml）、25PC アツチューブ

に予め作成した、チューブ 1 本当たり 15ml の 30～60%(w/v)ショ糖連続密度勾配液上に重層する。 

No.140

.Dec. 2008 

卓上型小形超遠心機 CS150NX ／ S50A 形ｱﾝｸﾞﾙﾛｰﾀ 

小形超遠心機用ロータによるインフルエンザウイルスの分離例 



装 置 

       
       S50A 形アングルロータで遠心（32,000rpm、3 時間、4℃、Acc.：5、Dec.：7） 

 

     形成したウイルス層を回収し、2.5 倍以上の緩衝液で希釈。 

            

            S50A 形アングルロータで遠心（32,000rpm、1 時間、4℃、Acc.：9、Dec.：7） 

 

沈さに緩衝液を加え、再浮遊する。 

       参考：ウイルス実験学（各論）（丸善、昭和 57 年発行） 

  

S50A 形アングルロータ 

女性でもロータカバが閉め易いＴバーハンドル採用 

CS150NX 形小形超遠心機 

＊本ロータは CS150NX、CS-GXⅡｼﾘｰｽﾞ、CS-GXL ｼﾘｰｽﾞ、CS-GX ｼﾘｰｽﾞでご使用いただけます。 


